
第２回大野市総合計画審議会 次第 

 

日時：令和７年１月３０日（木）午後２時～ 

場所：結とぴあ３０５、３０６ 

１ 開会 

 

 

 

２ 報告事項 

（１）後期基本計画の策定状況・スケジュールについて …資料１，２ 

 

 

 

（２）市民意識調査の結果概要について …資料３ 

 

 

 

 

３ 議事 

（１）後期基本計画の体系等（案）について …資料４ 

 

 

 

（２）後期基本計画の現状と課題の整理について …資料５ 

 

 

 

（３）その他 

 

 

 

 

４ 閉会 



当日差替 

大野市総合計画審議会 委員名簿 

（第２回） 

No 区分 関係団体・役職等 氏名 備考 

1 学識経験者 仁愛大学 特任教授 南保 勝 会長 

2 

関係団体 

役職員 

大野市区長連合会 会長 米村 博之  

3 大野商工会議所 会頭 稲山 幹夫  

4 （一社）大野建設業会 会長 森尾 義治  

5 福井県農業協同組合 奥越統括支店長 山崎 一三  

6 九頭竜森林組合 代表理事組合長 馬場 功  

7 （一社）大野市医師会 会長 高井 博正  

8 大野市ＰＴＡ連合会 会長 尾山 勝也  

9 大野市立保育園保護者連合会 会計 飯田 圭佑  

10 みらい子育てネット大野 事務局 川田 香菜子 副会長 

11 （社福）大野市社会福祉協議会 会長 福田 洋一郎  

12 （公社）大野青年会議所 理事長 石田 亜弥 変更 

13 大野男女共同参画ネットワーク 会長 齊藤 博子  

14 大野市老人クラブ連合会 会長 金森 閲治  

15 大野市文化協会 会長 羽根田 繁紀  

16 大野市スポーツ協会 会長 長谷部 祐円  

17 （一財）越前おおの観光ビューロー 理事長 大谷 誠治  

18 
連合福井・福井地域協議会大野地区連絡会 

事務局長補佐 
竹中 智彦 変更 

19 大野市消防団 団長 本多 義信  

20 大野市木材組合 竹田 稔  

21 越前信用金庫 常勤理事 土藏 有二  

22 

公募委員 

 合田 昌範  

23  金原 陽子  

24  畑 允子  

25  木村 有希  

     

事務局 

No 所属等 氏名  

1 大野市行政経営部 部長 吉田 克弥  

2 大野市行政経営部政策推進課 課長 小林 勝信  

3 大野市行政経営部政策推進課 課長補佐 前田 晃宏  

4 大野市行政経営部政策推進課 企画主査 雨山 直人  

 



第六次大野市総合計画後期基本計画の策定状況

＜日時＞ ＜会議等＞ ＜概要＞

• 6月26日 第1回 審議会 策定体制、策定スケジュール、市民意識調査 など

• 7月4日 第1回 幹事会※ （上記に加え） 専門部会 など

• 8月20日 第1回 幹事会専門部会

地域づくり・行政経営部会 総合計画の構成や見せ方等、項目ごとの現状と課題

• 8月22日 こども・健幸福祉部会 〃

地域経済・くらし環境部会 〃

• 9月 市民意識調査の実施 市民1,000人対象／中学3年生・高校3年生対象

• 12月18日 第2回 幹事会※ 市民意識調査結果の報告

後期基本計画の体系等、現状と課題の整理 など

※大野市総合計画・総合戦略推進会議と合同で開催

資料１



第六次大野市総合計画後期基本計画等策定スケジュール 250117時点

令和６年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

審議会

幹事会

推進会議
（総合計画進捗管理、総合戦略・
人口ビジョン策定）

庁内ＷＧ

市民アンケート・
地区別ＷＳ

令和７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

審議会

幹事会

推進会議
（総合計画進捗管理、総合戦略・
人口ビジョン策定）

庁内ＷＧ

地区別ＷＳ・
パブリックコメント

委員推薦依頼

委員推薦依頼

■6/26 第1回

14:00諮問、会長・副会長選任

策定体制、策定スケジュール

■7/4 第1回

19:00

幹事長、副幹事長選任

アンケート調査

■7/4 第1回

19:00 外部評価

■5/21 第1回

設問項目検討

設計 ■7/22入札・契約

委員推薦依頼
■7/16 第2回

■8/7 第2回

10:00 前年度施策評価
■12/18 第3回

・現年度主要施策の進捗報告

・人口推移の確認

■12/18 第２回

・市民意識調査の結果報告

・体系（項目、施策展開の視点等）

・現状と課題の整理

■1/30 第２回

・市民意識調査の結果報告

・体系（項目、施策展開の視点等）

・現状と課題の整理

■第4回

総合戦略・人口ビジョン案決定

■第5回

・計画パブコメ案検討

発送9/11

回収9/30 集計・分析

■9/25,27 第３回

地区別ＷＳ

（各公民館１回）

■第4回

・計画案検討

■第1回

・前年度施策評価

・総合戦略方向性

■第2回

・前年度施策評価

・総合戦略施策検討

地区別ＷＳ

（各公民館１回）

■第3回

・総合計画素案検討

■第2回 専門部会

（３分野 施策、成果指標の検討）

■第3回 専門部会

（３分野 施策、成果指標の検討）

庁内前年度評価

庁内前年度評価

■第4回

・総合計画パブコメ案決定
■第5回

・総合計画案決定

総合計画・総合戦略パブリックコメント（30日）

◆庁議

・後期基本計画決定

・総合戦略,人口ビジョン決定

■8/20 第1回 専門部会

地域づくり・行政経営

■8/22 第1回 専門部会

こども・健幸福祉／地域経済・くらし環境

■第2回 専門部会

（3分野 施策、成果指標の検討）

■第3回 専門部会

（３分野 施策、成果指標の検討）

■第3回

・総合戦略パブコメ案決定

・人口ビジョン案検討

委員推薦依頼

（任期：1年）

■8/20 第1回 専門部会

19:00 地域づくり・行政経営

■8/22 第1回 専門部会

19:00 こども・健幸福祉／地域経済・くらし環境

印刷 ■報告書

■11/25

第4回

■第3回

・施策案検討

○10/21,23 職員研修

（現状と課題の整理）

○7/16 職員研修

（人口推計）

■（適宜開催）

施策、成果指標の検討

◇答申

◆部長会議

■12/26

第5回

■1/10

第6回

■（適宜開催）

施策、成果指標の検討



市民意識調査の結果概要

調査目的 第六次⼤野市総合計画後期基本計画の策定に向け、前期基本計画における各施策等

やウェルビーイングに関する指標について、市⺠への意識調査を実施し、集約した結果

を中学生・高校生向け意識調査の結果とともに、分析、考察するもの。

調査期間 市民 令和6年9月9日～9月30日

中高生 令和6年9月初旬～9月30日

調査方法 市民 18歳以上の市民を無作為抽出し、郵送により調査票を配布。

回収（回答）は、郵送又はＷＥＢのいずれかを選択。

中高生 市内の学校に通う中学3年生、高校3年生を対象に学校より調査票を配布。

回収（回答）は、ＷＥＢのみ。

回収率 市民 配布1,000人 回収数318人 回収率31.8％ （前回32.7％）

中高生 配布 405人 回収数341人 回収率84.2％ （前回94.5％）

資料３



1市民｜年齢別の構成（過去との比較）



2市民｜家族人数別の構成（過去との比較）



3市民｜大野市の良いと思うイメージ（前回との比較）



4市民｜今後の居住意向（過去との比較）



5市民｜総合計画24項目に対する満足度・重要度（偏差値：偏差値50が平均点）



6中高生｜高校や大学を卒業後、大野に住みたいと思いますか



7中高生｜高校や大学を卒業後の居住意向（前回との比較）



8中高生｜将来住んでみたいと思うまち



9市民と中高生の比較｜幸福度（ウェルビーイング指標）

低い 高い



10市民と中高生の比較｜生活満足度（ウェルビーイング指標）

低い 高い



11市民と中高生の比較｜生活環境（ウェルビーイング指標）



12市民｜ウェルビーイング指標に関する結果をデジタル庁のＷＥＢサイトに公開

ＷＥＢサイトでの閲覧方法

「デジタル庁 ウェルビーイング」で検索
https://well-being.digital.go.jp/dashboard

①「ダッシュボード」ページへ
②都道府県「福井県」を選択
③市区町村「大野市」を選択
④調査種別「個別調査」を選択
⑤年度「2024年度版」を選択

※当ＷＥＢサイトに公開することで、
他市町等との比較が可能に



SDGsの推進／ウェルビーイング／シェアリングエコノミー／ジェンダーギャップの緩和
施策展開
の視点

第六次大野市総合計画後期基本計画の体系案（幹事会後）
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快適に暮らせるまち

みんなでつながり地域が
生き生きと輝くまち

人がつながり地域がつながる住み続けたい結のまち

21 情報共有 21-1 情報発信や情報提供の充実
21-2 施策情報の共有と市民意見の市政への反映

22-1 市民協働のまちづくりの推進
22-2 他自治体などとの協働や連携

22 協働・連携 24-1 持続可能な財政運営
24-2 次世代を見据えた「シゴト改革」
24-3 人材育成と組織の整備
24-4 市有財産の適正管理と、効果的で効率的な活用

24 行財政

23-1 申請等の手続きのオンライン化の推進
23-2 わかりやすく丁寧な市民サービスの提供

23 市民サービス
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項目・施策（記載内容は前期基本計画）

資料４



施策展開の視点に新たに加える予定の３つの視点について

ウェルビーイング・シェアリングエコノミー・ジェンダーギャップの緩和

人
口

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標

個人や社会のよい状態、心身ともに満たされた状態を指す言葉。

市民の幸福度や暮らしの満足度をはかるものさしとして組み入れ、

住み続けたいまち、イキイキと暮らせるまちづくりの進捗を把握し、

施策の改善や新たな施策の展開につなげていく。

ウェルビーイング

個人や企業などが持つモノや場所、スキルなどの資源を、必要な人に提供したり、

共有したりする新しい経済の仕組み。

住民による共助型の移動支援、家庭で余っている食品を寄附し食品ロスを削減す

るフードドライブの取り組み、副業の推進などが挙げられる。

人口が減少する中、限られた資源を有効に活用するとともに、資源の共有や助け

合いを通じた人と人との関わりを創出し、持続可能なまちづくりにつなげていく。

シェアリングエコノミー

男女の性別によって生じる格差を無くしていくこと。

性別による格差や無意識の思い込みなどは、地方

から女性や若者が流出する要因の一つとして挙げら

れている。

地域全体でこれらの緩和に努め、女性や若者の流

出抑制を図るとともに、女性や若者をはじめ、誰も

がもっとイキイキと暮らすことができるまちづくりに

つなげていく。

ジェンダーギャップの緩和

■大野市社会増減数（年齢階層別男女別 2010→15/2015→20）

長期的な国際目標として国連で採択された持続可能な開発目標（SDGs）。

総合計画に掲げる施策とSDGsの目標を関連付け、多様な主体が連携

して施策を展開することでSDGsを推進し、持続可能なまちを目指す。

SDGs(持続可能な開発目標 )の推進

ウェルビーイング
指標の結果・値など

施策
ＰＤＣＡ
サイクル


